
ＴＴＣ提案山行実施記録表（2019年 11月 17日 報告者 H.H ）                      

1.山行名 大岳山（御岳山駅経由） 

2.実施日 2019年 11月 17日(日)    日帰り    公共交通機関利用 

3.天候/参加人数 晴れ     レベル ★☆       参加者：６名（男２／女４名）  

4.ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ 省略 

5.参加メンバー 省略 

6.費用 

4,140円/人 

（本厚木駅発着） 

 

参加費：１人 @4,140円（本厚木駅発着の場合・パスモ使用） 

7.所要時間  歩行時間 休憩時間 行動時間  

9：20発→15：20着（6：00ｈ） 

※衣服調整、立ち休憩は、５分未

満の誤差時間に含めます。 

ガイドブック 5：20   

計 画 5：50 1：15 7：05 

実 行 4：20 1：40 6：00 

実行コースタイム記録 

 

（ﾄｲﾚ休）0:35       0:30    0:20    0:15     0:25    0:15 （昼食） 

本厚木駅＝＝御岳山駅・・・天狗の腰掛杉・・・奥の院・・・鍋割山・・・芥場峠・・・山荘跡・・・大岳山頂 

6:18   9:06～20    9:55      10:25～30  10:50～55   11:10   11:35～40  11:55～12:35 

 

 0:20 （ﾄｲﾚ休）0:40       0:20      0:20    0:05 （ﾄｲﾚ休）  0:15 

・・・山荘跡・・・綾広の滝・（ﾛｯｸｶﾞｰﾃﾞﾝ）・天狗岩・・長尾平・・・武蔵御嶽神社・・・御岳山駅＝＝本厚木駅 

12:55～13:00  13:40～50       14:10  14:30～40   14:45～15:05   15:20～42   18:37 

 

コースの概要、特記事項、反省事項等 

 

 大岳山は厚木ぼうさいの丘公園からも眺められ、御岳山とともに奥多摩を代表する山として、日本二百名山や花

の百名山にも選ばれている。情報では紅葉は見ごろだがコースの一部に台風１９号の影響があるとのことだった。 

 

早朝の集合であったが、風もなく温かくよく晴れていた。メンバーは、愛甲石田組と本厚木駅で合流し、早朝の

電車にゆったりと座って、ケーブルカーの御岳山駅に予定通り着いた。駅前では、登山家・田部井淳子の顕彰碑（プ

レート）を見学し、三福団子をほおばりながら出発した。登山口の奥の院入口（天狗の腰掛杉）までは、見事な紅

葉と素晴らしい山の景色を垣間見ながら土産物店や御師集落の間を進み、武蔵御嶽神社の参道の途中から大岳山方

面へ向かう。ここから山頂まではいくつかのコースがあるが、今回のコースは距離は他のコースより短いものの、

軽い岩登りもあって、ＴＴＣにふさわしいコースだと思った（ＣＬだけ？）。 

天狗の腰掛杉から鳥居をくぐると木の根や段差のある本格的な登山道となり、小春日和の中、若干ピッチが上が

り、汗ばんできたため、こまめに休憩を取ることとした。30分ほどで朱塗りの立派な社の奥の院に着き、その上

の奥の院峰山頂に小さな石の祠があった。ここから道は岩場を下って平坦となり、巻道と合流したのち、登り返し

を進むとほどなく鍋割山に着いた。山を下ると芥場峠で再びハイキングコースと合流し、道が上りになると片側が

崖の鎖場や岩を開削した登山道に変わった。途中、大きな岩を切り開き、段差をつけて登山道にした箇所が数か所

あって、先人の苦労がしのばれた。 

多くのハイカーと交互に行き来するうちに鳥居のある広場に出て、ここが旧大岳山荘の前だと分かった。山荘は

荒れ果てており、近くにはトイレがあった。ここからは 10分ほどで山頂に着くが、高低差のある岩場の難所を行

くことになるため、休憩を取り最後の難関に向かった。軽く汗をかきながら難所を越えると山頂の素晴らしい景色

が出迎えてくれた。まず目に飛び込んできたのが秀峰富士山だった。その左手に大山などの丹沢山塊、右手に三頭

山など山梨の山々があり、雲に隠れることもなく多くの山々を一望できたことは本当にラッキーだった。 

計画よりもだいぶ早く着いたので、御岳山にも向かうべく、昼食休憩を早々に済ませ、帰路についた。この時間

帯の山頂付近は、多くのハイカーでにぎわい、行き交う際もお互いに譲り合いながら進むため、時間を要したが、

芥場峠付近まで来ると道幅も広くなり、すれ違いもできるようになった。日の出山への道から分かれ、綾広の滝ま

では、かなりの距離を下って行き、ようやく滝を見下ろせる高台についた。綾広の滝の下手に岩場があったが、な

んとそこには、ミソサザイがリズミカルに飛び交っていた。 

ここから先はロックガーデンに入るが、先の台風の影響で沢には流木などが流れ着き、岩のコケもきれいに洗い

流されたようだった。それでも見事な紅葉の沢沿いを歩くうちに天狗岩までたどり着き、もと来た分岐まで戻り、



長尾平でしばし談笑した。駅へつながる本道から左手にそれ、再び登り返すと大きな朱塗りの本殿が現れ、武蔵御

嶽神社に到着した。神社は紅葉した木々に覆われ、都心のスカイツリーや横浜ベイブリッジ、房総半島など素晴ら

しい景色が一望できた。景色の素晴らしさにしばし疲れを忘れ、御岳山駅に向かった。 

 

今回の山行は、台風の影響が残っていたものの、関係者のご努力によりコースがよく整備され、計画通り実行できた

こと、鮮やかな赤や黄色の見事な紅葉、ミソサザイやカモシカにも出会え、豊かな自然を満喫できたこと、山頂からの

雄大な眺めと武蔵御嶽神社からの見事な展望を堪能できたことは幸いでしたが、一方で帰りのバスが渋滞に巻き込まれ、

途中のバス停で下車して JR御嶽駅まで歩くことになったこと、若干、歩行が早すぎてしまったことをお許しいただきた

いと思います。 

 

参加者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

 

＜以上＞ 

 

 


